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Health System for Americaからヒントを得ている。
世界で最も古いシンクタンクは、1831年にロンドン
で設立された英国王立防衛安全保障研究所（Royal 


































































































































3 フランス国際関係研究所 (IFRI) フランス・パリ
4 戦略国際問題研究所（CSIS） 米国・ワシントンDC
5 カーネギー国際平和基金 米国・ワシントンDC
6 ブリューゲル ベルギー ・ブリュッセル
7 ランド研究所 米国・サンタモニカ





13 国際戦略研究所 (IISS) 英国・ロンドン
14 アメリカ進歩センター (CAP) 米国・ワシントンDC
15 日本国際問題研究所 (JIIA) 日本・東京
（出所）表1と同じ。
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政策を左右するような影響力の強い政策立案研究所が
複数あるのだ（表2）。その予算や従業員数も多く、ラ
ンド研究所は約2140人ものスタッフを抱え、予算も約
3億3000万ドルと突出している。ブルッキングス研究
所でも約630人のスタッフが働いており、予算は約1億
600万ドルだ⑷。
では、なぜワシントンDCでこれほどシンクタンク
が発展しているのだろうか。アメリカ、特にワシント
ンDCでシンクタンクの発展を支えた重要な条件があ
る。第1に、シンクタンクへの企業、資産家、外国政
府などからの莫大な財政と人材の援助があるというこ
とだ⑸。アメリカには 多くの慈善活動団体がある。こ
れらの団体やプライベートのドナーが社会科学の研究
を支援しているのだ⑹。第2に、リベラル派と保守派
の間の深まる溝が、シンクタンクの発展につながって
いる。リベラル派、保守派共に多くの資源を投資し、
政策立案と重要課題の位置づけに影響を与えようとし
ているのだ⑺。
さらに注目すべきは、アメリカの政治システムだ。
アメリカでは政治権力が分散し、非中央集権化してい
る。議会、大統領、司法が権力を分け合い、それぞれ
がシンクタンクから専門知識やアドバイスを得ている。
政策立案者たちは政府を信用していないため、より深
い理解と知見を得るために外に目を向けるのだ。また、
アメリカの政府高官の多くがシンクタンクから登用さ
れている。大統領の補佐官を務めた人がその後シンク
タンクに移るということも頻繁だ。ホワイトハウスや
政府高官も、シンクタンクの報告書や非政府系の分析
レポートなどを引用することが多い。たとえば、2016
年の大統領選挙の討論の際、両候補者が税率や医療制
度、イラン問題などについて議論した時にも、シンク
タンクの研究に言及している。さらに、ホワイトハウ
ス・フェロー、外交問題評議会フェロー、米国国際開
発庁（USAID）のフランクリン・フェローといった政
府プログラムに参加することで、非政府の研究員が経
験や知識を政府と共有することが可能だ⑻。事実、シ
ンクタンクの研究員はロビーイスト、企業理事メン
バー、コンサルタントなどとしても活動している。
世界中でシンクタンクが「ブーム」となるなか、特
にここ10～15年の間、アジア、アフリカ、中東のシン
クタンクの多くは、ワシントンDCにあるトップクラ
スのシンクタンクを見習おうとしている。ここで注意
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